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養液栽培における ミ ツ バ根部病害のパネ ル温湯消毒に よ る 防 除
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そ こ で， パ ネ ル を 温湯 に 浸潰 し て 消毒 し た と こ ろ ， き わ

め て 高 い 防除効果が得 ら れた の で報告す る 。

ミ ツ パ は比較的養液栽培 に 適 し た 作物で， わ が国の養

液栽培の代表的な作物の一つ であ り ， そ の栽培面積 は延

べ約 600 ha に及んでい る 。 し か し， 栽培年数が長 く な る

に つ れ， 高温期 を 中心 に 根音lí病警が発生 し やす く な る 。

主 な病害 と し て は， Rhizoctonia solam: に よ る 立枯病 (図

I 立枯病及 び根席病の伝染方法

ミ ツ パ立枯病 と 根腐病の伝染方法の違 い を明 ら か に す

る た め に ， 2 条チ ャ ン ネ jレの NFT (株式会社みか ど園芸

製) を 用 い て モ デル試験 を 行 っ た 。 培養液 は大塚ハ ウ ス

l 号， 2 号 に よ り EC を 1 . 5�2 . 5 111S/ C111 に 調製 し， キ レ

ー ト 欽 (テ イ サ ン ) を 適宜添加 し た。 pH を 5 . 0�6 . 5 に

調製 し， 水温は 25�290Cで管理 し た 。

1 ) ，  Fusan:um OXysþo1'um に よ る 株枯病及 び 乃thium

spー に よ る 根腐病があ げ ら れ る が， こ れ ら の う ち 立枯病

及び株枯病 は， そ の擢病残澄等が定槌用パ ネ ルの内外に

付着 し (図 2) ， 重要な伝染源 と な っ て い る と 思わ れた 。

図 - 1 園場 に お け る ミ ツ バ立枯病の発生

1992 年 10 月 2 日 に 1 作 目 の ミ ツ バ ( 品 種 : 関 西 白

茎) を定植 し ， 10 月 6 日 に 立枯病の汚染苗 を 片側チ ャ ン

ネ ル の パ ネ /レ 中央部 (図-3， ※ 印) に 補植 し た 。 1 1 月 5

日 に 発病調査 を行い， 収穫 し た 。 栽培終了後， 培養槽の

図 - 2 ミ ツ バ立枯病で腐敗 し た 根 と パ ネ ノレ に付 着

し た 菌核
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図 - 3 ミ ツ パ立枯病の伝染方法 (0 健全株， À :  1 作 目 の 発病株，

・ : 2 作 自 の発病株， ※ 接種株)
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図 - 4 ミ ツ パ根腐病 の伝染方法 (0 : 健全株， ・ : 発病

株， ※ : 接種株)
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シ ー ト を 更新 し ， パ ネ ル を水洗 し て ， 1 1 月 16 日 に 2 作 目

の ミ ツ パ (品種 : 先覚) を 定植 し ， 12 月 22 日 に発病調 査

を行っ た 。 そ の結 果， 図 3 に示 す よ う に ， 1 作 目 は汚染

株の 隣接株でわ ずか に 発病 し ， 2 作 目 は前作で発病 し た

場所 を 中心 に 発生が拡大 し た が， 離 れた場所での発生 は

な か っ た 。 こ れ ら の結 果か ら ， 立枯 病の場合 は パ ネ ルが

重要 な第一次伝染源 で あ り ， そ の後 は株か ら 株へ伝染す

る が， 培 養液 に よ る 伝搬 は ほ と んど な い と 考 え ら れた。

表 ー 1 パ ネ ル に付着 し た ミ ツ バ立枯病 菌菌核 に対す る 温湯処理の

殺菌効果

上 記同様 に ， 1992 年 10 月 2 日 に ミ ツ バ を 定植 し ， 10 月

6 日 に根 腐病の 汚染苗 を 片側チ ャ ン ネ ル のパ ネ ル 中央部

(図 4， ※ 印) に補植 し た 。

そ の結 果 を図 4 に示 す 。 発病 は 汚染株の 周 辺 に 限 ら

ず， 汚染株 を定植 し た チ ャ ン ネ ル と は 別 の 品 ャ ン ネ ル で

も 認め ら れた こ と か ら ， 病原菌 は培 養液 に よ っ て伝搬す

る こ と が確認 さ れた 。 本試験では 2 作 目 を作付 け な か っ

た の で， パ ネ ル か ら の 伝 搬 の有無 は明 ら か で は な か っ

た 。

ミ ツ バの も う 一つ の病害で あ る 株枯 病の伝染方法 に つ

い て は試験 を行わ な か っ た が， 同様に Fusariul仰 の病害

であ る イ チ ゴ萎黄 病の場合 に は， 培 養液中 での病原菌の

増殖 は な い が， 培 養液 に よ る と み ら れ る 伝染， 発病が確

認 さ れて お り (増田 ・ 家村， 1989) ， ト マ ト根 腐萎ち ょ う

病の場合 は ， 胞子の飛散に よ る 地上 部か ら の伝搬が示 唆

さ れて い る (黒田 ら ， 1994) 。

H パ ネ ル に付着 し た病原菌の耐熱性

ミ ツ バ立枯 病菌 の 菌核が付着し た パ ネ ル (60 cm X 90 

cm， 厚 さ 3 cm， 64 穴) 及 び ミ ツ パ株枯 病， 根 腐病のJ憶

病残澄が残存 し て い る パ ネ ル を 現地圃場か ら持 ち 帰 り ，

こ れ ら の病原菌 の耐熱性 を調 査し た 。 パ ネ ル を約ll cm

X 7 cm に切断 し ， こ れ を 50， 55， 60 及び 650C に調 整 し

た恒温 水槽 に 5�60 分間浸潰 し た 。

病 原菌の分離頻度 (%)

温度 (OC) 処理時間 (分) 10 30 60 

50 17  。 。 。

55 12 。 。 。

60 。 。 。 。

65 。 。 。 。

病 原菌の分離頻度 = (病 原菌 を 分離 で き た 菌核数/供試菌核数) x 
100 (%)  

無処理ノ 叶、 ノレ からの病 原菌分離頻度 は 39%.

表-2 ノ け、 Jレ 内 の ミ ツ バ株枯病 菌 に対す る 温湯処理の殺菌効果

病 原菌分離頻度 ( % )

温度 (OC) 処理時間 (分) 10  30  60  

50 16  20 4 。

55 3 。 。 。

60 。 。 。 。

65 。 。 。 。

病 原菌の 分離頻度 = (病 原菌 を 分離 で き た 擢病 根数/供試擢病 根

数) x 100 (%)  

無処理パ ネ ル からの病 原菌分離頻度 は 73%.

表 - 3 パ ネ ル内 の ミ ツ バ根腐病 菌 に対す る 温湯処理の殺菌効果

病 原菌分離頻度 ( % )

温度 (T) 処理時間 (分) 10  30  60  

50 13  。 。 。

55 3 。 。 。

60 。 。 。 。

65 。 。 。 。

病 原菌の分離頻度 = (分離擢病根数/供試擢病 根数) x 100 (%) 

無処理ノ f ネ ルからの病 原菌分離頻度 は 33%.
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結果 を表ー1�3 に 示す。 パ ネ ル に付着 し た ミ ツ バ立枯

病菌の菌核 は ， 50oC�550C 5 分間処理では生存 し て い た

が， 10 分間で死滅 し ， 60�650Cでは 5 分間の浸演で死滅

し た 。 パ ネ ル 内 の ミ ツ バ残 根 の 株枯病菌 は 500C で 60

分， 550Cで 1 0 分， 60�650Cで 5 分間の混湯浸漬処理で死

滅 し た。 ま た ， 根腐病菌 は ， 50�550Cで 10 分， 60�650C 

で 5 分間の処理で死滅 し た 。

こ れ ら の 結果か ら ， ミ ツ バ の 主 な 根部病害の病原菌

は， いずれ も 60�650C， 5 分程度の温湯処理で死滅 で き

る こ と が明 ら か に な っ た 。

皿 パ ネ ル 消毒 に よ る ミ ツバ立枯病及 び

株枯病の防除効果

1994 年 8 月 12 日 に ， 千葉県多古町 現地の立枯病及び

株枯病発生困場 2 圏場か ら 60 cm X 90 cm のパ ネ ル を 各

1 0 枚用意 し， 5 枚 を パ ネ ル殺菌装置 (図ー5， ネ ポ ン株式

会社製) で 600Cの温湯に 30 分間浸潰 し ， 残 り の 5 枚 を無

処理 と し た。 そ れぞれの パ ネ ル を半分に切断 し ， 一方を

病原菌の分離 に ， 他の一方 を栽培用 に 当 て た。 栽培 は そ

れぞれの 園場の比較的病筈の発生が少な い場所を選び，

処理パ ネ ル と 無処理パ ネ lレ を隣接 し て設置 し た。 8 月 12

�13 日 に健全な ミ ツ バ を定値 し， 以降 は通常の管理を行

っ た 。 発病調査 は生育途中の 9 月 2 日 に行 っ た 。

図 - 5 試験に 用 い た パ ネ ル殺菌装置の外鋭 (上) と 上か ら

見た と こ ろ (下)

パ ネ ル殺菌装置 を 用 い た パ ネ lレ消毒 に お け る 病原菌の

分離結果 を表-4 に示す。 パ ネ ル表面の菌核 は ， 無処理で

は 95%及び 70% の 生存が確認 さ れた が， パ ネ ル を 消毒 し

た も の で は全 く 確認 さ れ な か っ た。 無処理パ ネ /レ内部の

残根か ら は立枯病菌 が 75%及 び 10%， 株枯病菌 が 40%

及び 85%分離 さ れた が， パ ネ ル消毒 を し た も の か ら は い

ずれの病原菌 も 全 く 分間m さ れ な か っ た 。

パネ ル消毒 に よ る ミ ツ バ立枯病及ひ'株枯病 の 防除効果

を表-5 に 示 す 。 園場 l で は 無処理区の 70 . 3%の株が立枯

病 と な り ， う ち 1 2 . 5% が枯死 し た が， 隣接 し て 設置 し た

消毒済みパ ネ ル で栽培 し た ミ ツ バ は 全 く 発病 し な か っ

た。 株枯病の発病 は立枯病が激 し か っ た た め調査で き な

か っ た が， パ ネ ル を 消毒 し た 区での発病は認め ら れな か

っ た 。 闘場 2 で は 立枯病 と 株枯病が併発 し た が， 消毒 し

た パ ネ ル で栽培 し た場合 は い ずれの病害 も 全 く 発病 し な

か っ た 。 な お， パ ネ ル消 毒 に よ る 変形， 劣化な ど， パ ネ

jレ の異常 は認め ら れな か っ た 。

本試験では生育途中の調査であ り ， そ の後の感染， 発

病 も 予想 さ れ る が， 600C 30 分間潟湯浸漬 に よ る パ ネ ル消

毒 は ， ミ ツ バ立枯病及び株枯病の生育初期の発生 に 対 し

て ， き わ め て 高 い 防|徐効果 を 示す こ と は 明 ら か で あ っ

表 - 4 パ ネ ル消裁 に よ る ミ ツ パ立枯病蕗l及び株枯病磁の殺菌効果

匝|場 ノ f ネ ノレ消官i

有
主If

2 有
無

病原菌の分雌頻度 (%)

パ ネ ル表面 内部

立中占病菌

。
95 

。
70 

立枯病菌 株主!i病菌

。 。
75 40 

。 。
1o 85 

パ ネ lレ 消 裁 は パ ネ /レ殺菌装置 (60'Cの 潟湯 に 30 分間浸出 ) で行っ

た.

病原菌の分離頻度 = (病原菌 を 分灘で き た サ ン プノレ数/供試サ ン プ

ノレ数) x 100 (%)  

表 - 5 パ ネ ルnWí与に よ る ミ ツ バ立枯病及び株枯病の|勿|徐

発病株率 (%)

|副場 ノ マ オ、 ノレ消毒 立枯病 株枯病

有 。 。
ffi 70 . 3  

2 有 。 。
虫民 46 . 9  39 . 1  

ミ ツ バの定植は B 月 12�13 日 ， 発病調査は 9 月 2 日 .

パ ネ /レ 消毒 は パ ネ ノレ殺菌装置 (60・Cの温湯 に 30 分間浸前) で行 っ

た .

は立枯 多 発 の た め調査不能.
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た。

お わ り に

パ ネ ル消 毒 は一般 に は塩素 剤等の薬剤 を 用 い て い る 場

合が多 い が， 病原菌 は パ ネ ル内部 に侵入 し て お り ， そ の

効果 は不十分で あ る 。 一部の大規模栽培 農家 で は蒸気 に

よ る 熱処 理で効果 を上 げて い る 。 今回紹介 し た温 湯浸漬

に よ る パ ネ ル消 毒 は蒸気消 毒 よ り処 理時聞が短 く ， 小規

模 に処 理で き る 特徴があ る 。 い ず れ にせ よ ， 熱 に よ る パ

ネ ル消 毒 は， そ の処 理温 度か ら 考 え て パ ネ ル に 付着 す る

多 く の糸 状菌， 細菌 に 有効 と み ら れ， 薬剤 に比べ て 環境

負荷 も少 な く ， 実用性が高 い と 考 え ら れ る 。

養液栽培 での ミ ツ バ の根 部病害の伝染源 は， パ ネ ル の

ほ か， 立枯 病で は培 養槽 中 の 汚泥や苗か ら の持 ち 込み が

確認 さ れて お り ， 株枯 病の場合 は空気伝染， 培 養液 に よ

る 伝染 も 考 え ら れ る 。 根 腐病 は培 養液での ま ん延が顕著

であ る 。 実際 に は こ れ ら の伝染源 を すべ て 除去 す る必 要

があ り ， 総合的 な 防除対策が必 要 で あ る 。
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生物農薬 の 実用化促進 に 社 会 的 な期待が寄せ ら れ て

お り ， 行政面 で も 農薬登録の ガ イ ド ラ イ ン (微生物農薬

検査 基準) の検討が進め ら れ て い る 。 当協会で も 「生物

農薬検討委員会j を設置 し ， 適切な試験研究 を す す め る

た め の諸問題の検討 を 始 め た 。 本書 は そ の事 業の一環 と

し て 作成 さ れた も の で， こ れ ま での知見や議論 を 集約

し ， 開発や試験研究 の参考 と す るべ く 資料 を 集成 し ， 解

説 を加 え た も の で あ る 。

雑誌 「植物防疫」 特別増刊号 NO . 2

「天敵微生物の研究手法J
B5判 222 頁 定価 3 ， 000 円 送料 140 円

生物農薬 の 中 で一番研究 開 発の 進 んだ 天敵 微生物 に

つ い て ， そ の採 集か ら 各種 実験法 ま で を 詳 し く 解説。

「天敵農薬」
チリ カ プリ ダニ そ の 生態 と 応用 一

森 奨須 (北 海道 大学名誉教 授) 編

A5判 130 頁 定価 2 ， 400 円 送料 310 円
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